April 28, 2009「武術家から見た武士道・価値観・美徳」by RYUJI Racer (http://sonkaken.net/)
　参加者12人：Hose Pera, Sophiee Crystal, Shinkoro Miles, Haruka McMahon, Taro Bracken, seri Writer, yury Woodget, Crowler Clarence, Nammy Wilkinson, panda Kidd, Marube Oh, Almond Andel
インワールドボイスチャットに接続中．．．

接続しました

panda Kidd: みなさん、お座りくださーい、そろそろ始めましょう

1917年に山本常朝によって「葉隠」（はがくれ）にあらわされた、武士としての心得についての見解を「武士道」というと紹介し、「武士道とは、死ぬこととみつけたり」を引用。武士道と聞いてイメージするものをRyuji氏が参加者に尋ねる。

marube Oh: 武士はくわねどたかようじ

panda Kidd: 江戸時代とか、戦国時代とか

Crowler Clarence: さむらいそーど！

Crowler Clarence: 切腹スパイラル

Haruka McMahon: 戦国のイメージです

Taro Bracken: 気合い

Hose Pera: 戦国ノサラリーマン

marube Oh: 怖い（友達から）

sophiee Crystal: 明治になって、作られた理想の形

Crowler Clarence: リストラリーマンが浪人というわけですね

ここでRyuji氏が落ち、以降、すべてがテキストチャットで行われた。

Crowler Clarence: 自由ディスカッションタイムですかね？もしや

panda Kidd: まぁこういうこともあります。ゆっくり待ちましょうｗ

marube Oh: 葉隠って佐賀のイメージ

Crowler Clarence: 佐賀といえば江頭

sophiee Crystal: 鳥の鳴き声が聞こえます

Crowler Clarence: チュンチュンいってますね

marube Oh: 江がつく名前は佐賀出身です

marube Oh: 佐賀近辺に多い名前

Hose Pera: そそ

sophiee Crystal: サガは、江戸時代は先進地

seri Writer: その地域にしかない苗字って

seri Writer: ときどきあるよね

marube Oh: ｗ

marube Oh: そうそう

Crowler Clarence: 田舎によっては同じ苗字だらけとかもありますね

seri Writer: 知り合いで漢数字の一って苗字でにのまえさんっていたな

seri Writer: 東北のほうなんだって

Almond Andel: 佐々木小次郎と決闘した人、だれでしたっけ

panda Kidd: 今日はSL、調子悪いのかな

Haruka McMahon: 武蔵？

Crowler Clarence: ＭＵＳＡＳＨＩ

panda Kidd: 宮本武蔵のこと？

seri Writer: みやもとむさし？

Almond Andel: あおうだ

Almond Andel: そうそうさっきっから

Almond Andel: おもいだせなくて

panda Kidd: ｗ

panda Kidd: 侍といえば、武蔵っていうのも、ひとつのイメージですよね

Hose Pera: 姿も見えず、ほんいあなたは、へのような

Haruka McMahon: 「「葉隠」（はがくれ）は、江戸時代中期（1716年ごろ）に出された肥前国鍋島藩藩士、山本常朝の武士としての心得について見解を「武士道」という用語で説明した言葉を田代陣基が筆録した記録である。」Wilipedia

Almond Andel: へえ

marube Oh: ウィキすごい

Crowler Clarence: へえええ

Haruka McMahon: 鍋島が佐賀ですね

Crowler Clarence: 戻ってこないなあ

marube Oh: 鍋島藩

marube Oh: 佐賀です

Crowler Clarence: ほ～う

marube Oh: （いまは地味）

Haruka McMahon: http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%91%89%E9%9A%A0

Crowler Clarence: ＳＡＧＡ

seri Writer: はなわがいるよ！

panda Kidd: まぁ、もともと３０分トーク、３０分質問＆フリー会話って感じなので、

panda Kidd: 大丈夫です、フリー会話が前倒しってことでｗ

marube Oh: ええ

marube Oh: もどってきた

marube Oh: おかえり

RYUJI Racer: ふー

Haruka McMahon: おかえりなさーい

RYUJI Racer: ちょっとキャッシュクリアもやってきたんで遅れました、失礼しました

seri Writer: おかえりなさい

RYUJI Racer: ちょっと不安定ですし、チャットでいきましょうか

Almond Andel: 武士道とは

Almond Andel: しぬこことみつけたり？

RYUJI Racer: そう、死ぬことと見つけたり、という一文で

RYUJI Racer: どうしても死ぬことが強調されがちなんですが

RYUJI Racer: いつ死んでもかまわない、という覚悟の元で

RYUJI Racer: 行動しなさい、という、いわば精神論と心構えの問題を提示しているのです

marube Oh: ほ～

RYUJI Racer: ちょうどペトナム戦争でアメリカの兵士達が「今日は死ぬのによい日だ」

Crowler Clarence: ふうむ

sophiee Crystal: なるほど

RYUJI Racer: という言葉で、自分たちの気持ちを冷静にさせるのと同じだったのかもれしません

marube Oh: 常に覚悟を持ちながら生きている

Hose Pera: そろそろ、私も考えねば

RYUJI Racer: それと、たとえば戦争や殺し合い、という極限状態においては

sophiee Crystal: でも、江戸中期以降は、太平の世

Almond Andel: 不条理の合理化です、ね

RYUJI Racer: 生きることに固執するあまりにかえって判断を誤り

Hose Pera: なるほど

RYUJI Racer: 危険な状態に自ら入ることもあります

marube Oh: たしかに

RYUJI Racer: そうしたときに、一度自分の生死を度外視することで

Haruka McMahon: ふむふむ

RYUJI Racer: 冷静な判断力を損なわないようにする、というのもあったと思いますね

marube Oh: なるほど～～

RYUJI Racer: sophieeさんがおっしゃったように

RYUJI Racer: 江戸中期はもうすっかり政情が安定し

RYUJI Racer: 太平の世になっていました

RYUJI Racer: それだから、若い世代の武士達はそうした危機意識や、危機管理能力が欠落して、

RYUJI Racer: いってみれば腑抜け侍が多かったんでしょうね

sophiee Crystal: なるほど

RYUJI Racer: それで葉隠の著者はそれを嘆いて、友人達からまず話を広げていった、と考えています

marube Oh: ほほ～

marube Oh: なる

RYUJI Racer: また、実際のところ戦国時代の武士、江戸自体の侍とで

RYUJI Racer: 価値観として大きく違う点が一つあります

Hose Pera: 信条とか規範は、怠惰だからでてきますね

RYUJI Racer: それこそがある意味、江戸時代の侍達の武士道という独特の価値観を作ったものではないかと考えているんですが

RYUJI Racer: 忠誠心のありかたが違うのです

sophiee Crystal: わかるような

RYUJI Racer: 忠誠というと

marube Oh: いまいち。。。。

RYUJI Racer: どんなことをイメージしますか?

Hose Pera: 北朝鮮

Haruka McMahon: お家のため、主君のため

Almond Andel: 主君に忠実に使える

Crowler Clarence: ううむ

panda Kidd: ご恩と奉公　とか、絶対的な上下関係（それこそ、命がけの）のイメージでしょうか

marube Oh: 主人に無私で使えること

Crowler Clarence: 犬を想像しました

Taro Bracken: その人にとって、本当によいことを成し遂げる手伝いをすること、かな

marube Oh: 遣える

RYUJI Racer: 大体同じようなイメージですね。タロさんは戦国時代的かもしれない

Taro Bracken: ほぉｗ

seri Writer: 滅私奉公？

RYUJI Racer: 江戸時代の侍達は武術と同じように

RYUJI Racer: 儒教も基礎教養として学びました

RYUJI Racer: 文武両道というのはここから来ていて

RYUJI Racer: 文官と武官、双方の能力を持つべし、という考えかたからですね

marube Oh: はい

RYUJI Racer: 儒教では基本的には地位が上のものは人品においても上であり、敬わなければならない

RYUJI Racer: という価値観が基本になっています。

RYUJI Racer: 江戸時代の為政者、つまり幕府にとってはこの価値観を浸透させて

RYUJI Racer: 武士に対して絶対の忠誠を求める必要がありました

Hose Pera: なるほど

marube Oh: なる

RYUJI Racer: 何しろ、どんなに官僚機構になっても

RYUJI Racer: もともとは戦闘集団です

RYUJI Racer: それこそ地方に何万と兵力が存在して自由に行動できたらたまりません。

sophiee Crystal: 忠君、とは、服従することではなく、正しい道を忠告することも、ある

RYUJI Racer: まぁ、政治的にはどんな手段をとったかは、皆さん高校とかで習いましたよね?w

Taro Bracken: 参勤交代？ｗ

RYUJI Racer: そう

RYUJI Racer: そういった政治的な方法論と同時に

RYUJI Racer: 思想的な方法論として

RYUJI Racer: 儒教等を組み合わせて

RYUJI Racer: 武術と同時に学問を学ばせて

RYUJI Racer: その時代における常識を作った、と考えてよいと思います。

RYUJI Racer: もちろん、先ほどsophieeさんが言ったとおり

marube Oh: なるほど。。。

RYUJI Racer: よい意味でも

RYUJI Racer: 忠誠心を養うことで

RYUJI Racer: 自浄作用のある政治機構を作ることもあったとは思います

marube Oh: なるほど

RYUJI Racer: 皆がよい国を作ろう、と思えば自然と忠誠心も愛国心にかわるし

RYUJI Racer: またそれがよい方向に働くはず、というわけですね

Taro Bracken: ふむｗ

nammy Wilkinson: こんばんは　お邪魔します

RYUJI Racer: さて、翻って戦国時代の武士はどうだったのか。

RYUJI Racer: こんばんわー

RYUJI Racer: 戦国時代の上下関係は

marube Oh: （こんばんは～）

RYUJI Racer: 意外と流動的でした

RYUJI Racer: 今でいうならヘッドハンティングも盛んでしたし

RYUJI Racer: 部下が主君を倒してのし上がるというのも

RYUJI Racer: 多かったわけです

Hose Pera: 本音と建前ですね

RYUJI Racer: かといって、忠誠心がなかったわけではない

RYUJI Racer: 私自体は

RYUJI Racer: 日本、という国の概念が出来たのは幕末から明治にかけてで

RYUJI Racer: それまではいくつもの国が存在していたというのが

RYUJI Racer: 当時の人たちの感覚だったんじゃないかと思っています

marube Oh: 私も層思います

RYUJI Racer: 今でもたまにそう感じるときがあって

marube Oh: 連合国

RYUJI Racer: ほら、たまに聞いたり、聞かれたりしませんか?　「お国はどちら?」と

RYUJI Racer: そこらへんに名残があるような気がするんですが

RYUJI Racer: まぁ、そのあたりは民俗学者かどなたか

RYUJI Racer: もっと適切な方に教わりたいところですw

RYUJI Racer: さて、そした無数の国の国主、領主や力のある豪族が

RYUJI Racer: 室町幕府という政治形態の崩壊ととも自治活動を行っていたのが戦国時代です

RYUJI Racer: とするならば、大名と配下、という構図があったとしても

RYUJI Racer: 実際当人達の認識ではかなり対等に近い関係意識があったんじゃないでしょうか

RYUJI Racer: 実際、いくつかの書簡つまり手紙なんかだてと

marube Oh: 下克上

marube Oh: があったから？

RYUJI Racer: 上司が部下に対してかなりへりくだった言い方をしていたり

RYUJI Racer: それもあるけど

RYUJI Racer: 今でいうならば

RYUJI Racer: 社長に魅力がないから

RYUJI Racer: 他の会社に転職しようかな、という所が大きかったんじゃないかと思います

Almond Andel: 流動性があｔったんですね

marube Oh: のっとるより、ほかにいっちゃう

RYUJI Racer: 終身雇用の保証もあったわけではありませんしね

RYUJI Racer: のっとるには自分にそれだけの兵力と政治力が必要です

RYUJI Racer: たとえば戦に強いけど、内政は苦手、という武将は

RYUJI Racer: 領地を自分でやりくりするよりは

RYUJI Racer: もらったほうがいいや、と考える人もいたでしょうしね

RYUJI Racer: つまり今風に言うならば

RYUJI Racer: いくつもの企業があった戦国時代と

RYUJI Racer: 巨大企業がすべて人員を握っていた江戸時代、なんて

RYUJI Racer: 極端な見方も出来ます

Taro Bracken: 独占企業ｗ

RYUJI Racer: そうw

marube Oh: 中央集権

marube Oh: すべてが幕府

Haruka McMahon: なるほどー

RYUJI Racer: さてさて

RYUJI Racer: 前置きが物凄く長くなってしまったんですが

RYUJI Racer: そうした政治的な、あるいは思想的な背景から

RYUJI Racer: 日本の武術というのも生まれました

RYUJI Racer: 日本の武術というのは日本刀をベースに作られています

RYUJI Racer: これは技術、というよりは身体操作の基本を日本刀の操作方法を通して身につけていくというような感じです

RYUJI Racer: ただし、そのように体系付けて作り上げられたのは

RYUJI Racer: やはり太平の世の中になってから

RYUJI Racer: 江戸時代初期や戦国時代末期には

RYUJI Racer: 確かに剣術、武術という呼び名で流派が発生していましたが

RYUJI Racer: 今のような上下関係などの思想的なものも含めて

RYUJI Racer: 全体的な武道、という土台が作られたのは江戸時代です

RYUJI Racer: それ以前は戦場での効率的な殺傷方法がメインであり

RYUJI Racer: それには武士の基本装備であった騎兵としての

RYUJI Racer: 槍や弓の方がウェイトが重く

RYUJI Racer: 刀というのは補助武器という価値しかありませんでした

RYUJI Racer: 最初にサムライソードっ

RYUJI Racer: といってくれた方がいましたが

RYUJI Racer: 実際は最初のころは大した価値も見出されなかったわけです

RYUJI Racer: ちょっと私自体もわかりませんが

RYUJI Racer: これがいつから武士の魂、などといわれるようになったのとかというのは

RYUJI Racer: 江戸自体にはいって

RYUJI Racer: 弓や槍といった射撃武器、大型武器の使用が制限され

RYUJI Racer: 常時見につけることができる武器として

RYUJI Racer: 刀が注目されていったことも関係があると思います

marube Oh: ほうほう

RYUJI Racer: そうやって、思想、政治、実利両面から、今の武士道というイメージは作られて、そして明治時代に西洋文化がはいってきてから

RYUJI Racer: 一斉にそれが崩されて現代にいたる・・・というのが私の考えです

RYUJI Racer: ・・・・・・・・という感じなんですが

RYUJI Racer: ちょっと話が長すぎましたねw

marube Oh: 質問はいいですか？

RYUJI Racer: 堅苦しいのはこのへんで

RYUJI Racer: ええ、何か質問とか、単純に聞きたいことかあれば

RYUJI Racer: お願いします

marube Oh: いいですか？

panda Kidd: はい、ありがとうございました。残り１０分くらいですが、それでは質問を・・・

panda Kidd: どうぞ、まるべさん

RYUJI Racer: マルベさんどうぞ

marube Oh: １）武術と儒教で相反する考えがあったと思いますが、それをどう解決したのか　２）侍はむなしさを感じなかったのか

marube Oh: （戦う意味に関して）

RYUJI Racer: 最初の質問の答えとしては武術に対する傾倒具合が関係します

RYUJI Racer: 実は最初に述べるかどうか悩んでいたんですが

RYUJI Racer: 武士と武術家というのは

RYUJI Racer: まったく違う種類の人間です

RYUJI Racer: 武士ならば、まずあまりそこの矛盾点にはこだわらなかったと思います

RYUJI Racer: なぜならば、まず主君のためありきで

RYUJI Racer: そのための戦闘集団であったという

RYUJI Racer: 経歴があるからです

RYUJI Racer: まず戦ありきで作られ、そのための「基本教養」として

RYUJI Racer: 武術を見につけるわけですから

RYUJI Racer: そこに矛盾はなかったんじゃないかと思います。

RYUJI Racer: かりにあったとしたら

RYUJI Racer: いや、感じたら、かな

RYUJI Racer: そういった武士達は武術はあまり好まず、文官としての側面を強く延ばしていったんじゃないでしょうか

marube Oh: なるほど

RYUJI Racer: 武術家に関しては、もう

RYUJI Racer: 技術を突き詰めて研究する

RYUJI Racer: 学者みたいなものですから

RYUJI Racer: 思想の方を変えていったという流派もあるんじゃないかと思います

RYUJI Racer: 宮本武蔵なんて

RYUJI Racer: 哲学めいた言葉は

RYUJI Racer: ほとんど残していませんし。

RYUJI Racer: 次のむなしくなかったか、という言葉に関しては

RYUJI Racer: 正直わかりません。

RYUJI Racer: 戦国時代末期からの武士ならば

RYUJI Racer: あるいはあったかもしれませんが

marube Oh: ありがとうございます

RYUJI Racer: たとえば、受験戦争を生き残って大学にはいれた学生が

RYUJI Racer: それまでの人生を振り返ったか否か、というレベルに置き換えられたような気がします

marube Oh: たしかに、そういうきもします

RYUJI Racer: あまり大したお答えにならず申し訳ありません。

RYUJI Racer: 他には誰かありませんか?

Hose Pera: はい、いいですか

RYUJI Racer: はい、ホースさんどうぞ

Hose Pera: ホセです

Hose Pera: ども

RYUJI Racer: ああ、ごめんなさい。ホセさん、どうぞ

Hose Pera: 肉体の鍛錬ってのは、苦痛なんでしょうか？

RYUJI Racer: うーん、難しい質問ですねー

RYUJI Racer: 苦痛を伴うものもあります

RYUJI Racer: たとえば、日本武術とはちょっと違うかもしれませんが

RYUJI Racer: 琉球の唐手、つまり今の空手の母体になるものには

RYUJI Racer: 竹を束ねたものや

RYUJI Racer: 自然石に拳や手刀を打ち込み続けて

RYUJI Racer: 鍛え上げるものがあります

RYUJI Racer: これはもう、大抵の想像が及ぶとおり、非常に痛いです

Hose Pera: 限界を超えるとどうなるんですか？

RYUJI Racer: また、中国武術にはタントウ功という、一定の姿勢で長時間静止するものがあり

RYUJI Racer: これもつらいものではあります

RYUJI Racer: 限界を超えると

Hose Pera: なぜ、やれるんでしょうね

RYUJI Racer: 一般的にはランナーズハイ、と言われるもののように

RYUJI Racer: 脳内物質などで苦痛を感じない、あるいは快楽と受け取るようになる、といわれていますが

RYUJI Racer: 自分の経験でも多少はあります

RYUJI Racer: なぜ、といわれると

Hose Pera: ほほーー

RYUJI Racer: これは個人的なことになりますが

RYUJI Racer: その先がわかるからですね

Hose Pera: え？

RYUJI Racer: それをやるから、自分の師匠のようになる、と。

RYUJI Racer: つまり、先人達も通ったことであり

RYUJI Racer: その技術を突き詰めたいから、とりあえず我慢して頑張ってみるというのが

RYUJI Racer: 大抵の人の意識じゃないかなーと思います

Hose Pera: なるほど

Taro Bracken: ああ、なるほど、先の見えない仕事は苦痛ですからねぇｗｗ

RYUJI Racer: 単純につらいだけなら、誰もやりませんw

RYUJI Racer: あとは

RYUJI Racer: 自分の経験でいうなら

Hose Pera: ありがとうございます

RYUJI Racer: そうしたしんどい目にあった跡に

RYUJI Racer: 実際に自分の技や体が変化した実感があるから、ともいえますね

Hose Pera: ですか

RYUJI Racer: 出来ないー、出来ないーと頭を抱えた方程式が

RYUJI Racer: あるいはパズルが出来た、という

RYUJI Racer: 感覚に近いものがあります

Hose Pera: 達成感でえすか

RYUJI Racer: 達成感と、それとさらに先がわかってきた好奇心という所でしょうか

Hose Pera: それなら、わかります

RYUJI Racer: 少なくとも私はそうやってやってきています

RYUJI Racer: そんな所でしょうか。お答えになりましたか?

Hose Pera: ガンバテください

RYUJI Racer: どうもありがとう。

panda Kidd: ありがとうございます。ちょうど２３時となりました。

Hose Pera: ありがとうございます

marube Oh: ありがとうございました

Taro Bracken: ありがとうございましたｗ

panda Kidd: まだ、質問がある方もいらっしゃるかと思いますが、一度ここで、〆させていただければと思います

Almond Andel: ありがとうございました

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー ありがとうございました

sophiee Crystal: おもしろかったです

RYUJI Racer: お粗末さまでした

panda Kidd: RYUJIさん、ありがとうございました

以降は、居残り組チャット

Hose Pera: どもども

marube Oh: まだ聞き足りないことがたくさんあります。知らないことばかりで

RYUJI Racer: もしまだお時間がある方で

Almond Andel: ほんと

marube Oh: ほんとに興味深い話でした

RYUJI Racer: 検証しようにも、こういう機会もまずないものでーw

Taro Bracken: うんうんｗ

RYUJI Racer: いや、内心、話題少ししくじったかなーとか。歩き方とか、もっと具体的なので行けばよかったかなー

Almond Andel: 太極拳、SLでもやってらっしゃるのですか？

RYUJI Racer: アニメーションは作ってますね、型ですね。それもわかりやすいというか、ちょっと誇張した奴をw本物の武術はさすがにSLじゃあ伝えようもありませんから

Almond Andel: そうですね

panda Kidd: いやーでも、RYUJIさんとしては、この「武士から、武術」への、次のステップも話したかったのだろうなーと思っていました。１時間だと、なかなか時間が難しいのかもしれませんね。

marube Oh: 友達から質問です

RYUJI Racer: はいはい、どうぞー

marube Oh: 武術は心ではなかと、形より心ではという、質問がありました

RYUJI Racer: 私個人の意見ならば、形でも心でもありません。武術というのはあくまでも技術です。体の能力を100%使いこなして、効率よく殺傷する技術です。そこから転じて、そういう修練の過程で、精神的なものや、道徳観とか、そういったものが養われていくと思っています

形は、まず形を教えないと、技は身につかないからですね。武術というのは、サバイバル技術と同じです。まず生き残るだけの能力がなければ、心も何も考えることは出来ませんから。教える側としては、出来るだけ悪い人には教えないようにする、くらいですね。
marube Oh: ｗ

marube Oh: そうなんですね！

RYUJI Racer: 武術は道具でもあります。よい人が使えばよい道具。悪い人が使えば悪い道具。まぁ、これは中国武術家として私が老師から学んだことなので、日本武術ではどうかというのはちっょとわかりませんね。
Almond Andel: 武道、とは違うのかな

RYUJI Racer: 武道というのは、より精神論を強くしたものです。同じもの、といえば同じだし違うといえば違います。こればかりは、その当人達がどう名乗るのか、というのもあるんですよね。私は武術家であって、武道家ではないと思ってます。道と言って、奥深くなるかどうかは、難しいですねー。技術を突き詰めていくと、体の感覚が鋭敏になって、へんな話ですが、世界が変わったように見える瞬間があります。たとえば物凄く空が高く感じたり、自然の中に溶け込んだような感覚だったり。
Almond Andel: 集中、ですね

RYUJI Racer: そうしたものが万人共通なのかはわからないけど、そこから少し、世の中の見方が変わったりしたこともあります。ただ、それは私としては、技術を学ぶ上で修行者当人達で考えてみてほしいから、あえて精神的なことはいいません。私の老師もそうですし、老師の師匠もそうだったみたいです。きっと、でもマラソンをやっている人や、ハイキングの人たちでも感じることなのかもしれませんし、まったく別のことなのかもしれません

RYUJI Racer: ・・・・・あまり答えになってませんねぇw

marube Oh: なるほど

marube Oh: ありがとうございました

RYUJI Racer: いえ、疑問の参考になればよいですが。いやー、しかし、堅苦しいしゃべりをしたのは、久しぶりだなふぁ

marube Oh: ｗｗｗ

RYUJI Racer: いや、普段、私、なんて呼びませんからw。大抵俺とかですし。講義とかでないでしょう?w実際のところ、自分の声はあまり好きじゃないから、ボイチャじゃなくてほっとしているのもあるんだけど

Almond Andel: ボイスって、むずかしいですよね

RYUJI Racer: 昔サポートセンターで働いてたんだけど、査定で自分の声聞くのが物凄いいやでw

Almond Andel: 自分の声がいやってこと？

RYUJI Racer: そう。なんかこう、すごいオタクっぽいなぁとか、イラってしちゃってw
Almond Andel: わたしは、反応のないアバターがちょっとこわくて。自分ひとりのひとりずもう、という感じが、どうしてもなじめない

RYUJI Racer: あー、そういうのもありますねぇ。実際なら、相槌とか気配とかで、相手がどう聞いているのかわかるけど、チャットだとなかなかわからない。なんとなくの空気ってあるけどリアルほどじゃないからねー。
Almond Andel: テキストだと、タイピングに集中できて、それがあまり気にならない

RYUJI Racer: まぁ、ネットゲームとかも好きなんで、こういうのになれてるのもあるから、なんとなくの空気ってわかるんですよ。だから、途中でついてきてないっぽいなぁ・・・とか、聞いてる人たちが、読むのに忙しそうだったりとか、半分くらいはついてこれてないなというか、ピンときてないだろうなってw。もうちょっとピンときやすい体の話題にすればよかったかなーとか
Almond Andel:とてもおもしろくて、インターアクションもよかったし、みんな、ついてきてる感がありましたけど
RYUJI Racer: そうですかー。ならいいんだけど

Haruka McMahon: ついてきてない感ってわかるときがありますね。今日がそうだったとは思わないけど

Almond Andel: その感覚、間違っている時もある？

RYUJI Racer: まぁ、空気って読み間違えるものですからね

RYUJI Racer: 大抵は判断ミスだったりとかw空気読んだーとか思ったら、シラーっみたいなw

Almond Andel: リアルとおんなじですね

Haruka McMahon: そういえば、アスペルガーのSLプレイヤーさんのエピソード聞いたことあります。リアルでは空気読んだりがすごく大変だけど、SLはテキストチャットがすべてだから、ずっと楽にコミュニケーションできると。
RYUJI Racer: 自分が見えているログと、他人が見ているログが必ずしも同じじゃないからね

Haruka McMahon: あーそうか

RYUJI Racer: 自分の基点に空気よんでも、意味がないときがある。これは、実は武術と関係づけて考えられるから面白いんだw

Haruka McMahon: へえ

Almond Andel: ログが違う？

RYUJI Racer: その人の回線環境で、たまに表示タイミングがずれるんですよ

Almond Andel: へえええええ

RYUJI Racer: 自分のですらたまにある

Almond Andel: しらなかった

Haruka McMahon: 発言の順番が入れ替わったり

RYUJI Racer: たとえばAさんが、
RYUJI Racer: 俺はこう思う

RYUJI Racer: と入力しているのに、Bさんには

RYUJI Racer: こう思う

RYUJI Racer: 俺は

RYUJI Racer: そういう風に見えることがある

Almond Andel: そうなんですかー！！！！同じだとばかり
RYUJI Racer: 回線の調子や、パソコンの性能とかで違うんです。必ずずれるわけじゃないし、慣れてる人はみんなある程度理解してるから気にしないだけ。でも、自分の感覚と他人の感覚が違うって認識するには、わかりやすいたとえではある。

Haruka McMahon: なるほどー

RYUJI Racer: 太極拳の技にね、似たようなのがあるんだ。感覚を利用するのが。相手は自分が攻めている、と感じているのに、実際はこっちは防ぎきってもう反撃に出ている。チャットでずっとしゃべっているつもりなのに、気がついたらやり込められていたよ!　みたいなw。これは自分と他人の感覚が違うって認識しないと理解できない事柄だしね
Almond Andel: それって、普段の人間関係でも使えますね

RYUJI Racer: 使えますねー。武術で気配を読むって出来れば、ある程度は通常の生活でも、たとえばこの人なんか悩みあるのかなとか、具合悪そうだなぁとか、そういうのはわかるようになる。
Almond Andel: なるほど

RYUJI Racer: まぁ、昔ながらの顔色で体調見る方法ってのも伝わってますしね

Almond Andel: そうでしょうね

RYUJI Racer: それは相手の具合の悪いところを突け、という意味もあるんだけどw

Haruka McMahon: うはｗ

Almond Andel: あ、そうか。
RYUJI Racer: 武術にズルも卑怯もないんだよ。多人数で自分より優れた武器を持っているかもしれないし、平地ですらないかもしれない。そんなときにルールとかにこだわっていたら死んでしまうだけだしね。

Almond Andel: よく、見えるようになる、見えること、が大事なんだ。気づき、というか

RYUJI Racer: 見る、を感じるとか、聴くとかでもいいですね。中国武術だと、皮膚感覚を鍛えるのを聴勁という字であらわします。聴く力って意味なんだけどね。あるいは力を聴く。相手の手に自分の手をふれさせて、その感覚だけで相手の動きを把握するってのがある。
Almond Andel: 気功みたい

RYUJI Racer: 気功もいろいろ誤解されてる気がするんですよねー。少なくとも武術で言う気と気功の気って違うような気がする

Almond Andel: そうですか。

RYUJI Racer: まぁ、気配とか気合ってものは医学的に言っても体温の上昇や発汗とかで身体的に出るものですし、肉体を動かすのが神経と筋肉、骨格であるならばそれを覆う皮膚にその動きが伝わらないわけがないですからね。
Haruka McMahon: なるほど

RYUJI Racer: 皮膚を触れ合わせているというのは言い換えれば神経を触れ合わせているとも言える。だからほんと、昔ながらの武術かかの理論を科学的じゃないとか言わないで検証してくれる学者さんいないかなぁとか、身近にw。たしか筑波大学かどこかでは、古武術の研究してる方いるみたいなんだけど。

Almond Andel: へえ、そうですか。Ryujiさんと対談とかしてもらったら、おもしろそう

RYUJI Racer: 研究対象の先生ともご縁がないのでまったくわからなくてw

RYUJI Racer: それならウチの老師とやってほしいくらいですよ。ウチの老師は鍼灸師でもあるから、もっと突っ込んだ体の動きとか反応まで話せるはずだし、俺と違って理系だからもっと理論的にいえるはずw

Almond Andel: SL、やられますか？

RYUJI Racer: いやー、パソコンも古いし、あまり興味ないらしいですw

Almond Andel: そうか

RYUJI Racer: 今回の件も実はちょっと老師に話を振ってみたら、君がしゃべってくればいいよ。武士道とか僕わかんないし、とかさらーっと流されちゃってw。まぁ、また機会があるならば

RYUJI Racer: 体の使い方から話すことにしよう・・・w

Almond Andel: はい。お願いします

RYUJI Racer: 江戸時代と今だと歩き方が違うとか

Almond Andel: え？ちがうんですか？

RYUJI Racer: NHKでも取り上げた話題だから

RYUJI Racer: あまり使うのにためらいがあった

RYUJI Racer: えーと、あなたは歩くときどう歩いてますか?

RYUJI Racer: 右足を出すときに右手が前にでる?　左手?
Almond Andel: 左手だと思う。一度、同じの出して笑われたことがあって…
Haruka McMahon: 左手ですね

RYUJI Racer:そう、現代人は右足を出すときに左手がでる。つまり体をよじって歩く。江戸時代以前の日本人は、右手右足、つまり同足という歩き方をしてたんです。体をねじらないで体重移動で歩く。ランニングのつもりで歩いたら、着物、着崩れますよね?w

Almond Andel: そうですね

RYUJI Racer: 正確に言えば、上体を振らないで下半身だけで動くといってもいいかな。日本と中国の武術はこの同足の文化で作られたものなんです。剣道とかでも、右手を前に刀を構えたら右足が前で、そのままスリスリと足の位置は変えないで動きますよね。時代劇とかでも殺陣ではそうやってるはず

Haruka McMahon: ふむむ

RYUJI Racer: あれは袈裟懸け、つまり斜めから相手に刀を振り下ろしたときに逆足、右手左足、みたいな形になると自分の足をきりかねないんですよ。それと両手で物を持つときに体をよじって動いたらまっすぐに切り込めない。・・・とかまぁ、いろいろあるんですw

Almond Andel: それ、中国もそうなんですか

RYUJI Racer: うん。中国人自体は逆足文化なんだけど、もっとも力がでるのは順歩、つまり同足による打撃だと位置づけられてます。ほかはちょっとわからないですね。インドのカラリパヤットなんかは動画見る限りは逆足の武術みたいだったけど。ムエタイの古い形はじっくり見たことがないからわからないなぁ

Almond Andel: バランスとしては、逆足のほうが安定するような気が・・・

RYUJI Racer: 安定するのと、推進力を得るのと、そこらへんの兼ね合いもあるし、実は同足の方が重心が低くなるので安定します。まぁ、これはその文化圏の人間の背骨の使い方にもよるんですけど。これはどこかの学者さんがいっていた気がするんだけど人種によって腰を動かすときにつかう背骨の位置が違うらしいんです。欧米人はたしかかなり高い位置の骨を稼動させるて。中国人や日本人、あるいは黒人なんかは低い位置で動くみたい。あ、思い出した。武術じゃないけど、同足歩きはインディアン、ネイティブアメリカンもやっていたなんて説読んだことある。長距離の歩行には適しているんですよ。疲れにくいし、怪我もしにくい。でも、手足だけだとばらばらになるから、どちらかというと腰から上をねじらないでリラックスして歩く感じかな。腰を回すときに、股関節だけで動かすような・・・って。文章だけだとよくわかんないんだよねーw

Almond Andel: なんだか、体に悪そう

RYUJI Racer: きちんとできれば、腰に負担がかからないので、腰痛とかは少なくなります

Almond Andel: へえ、そうなんですか

RYUJI Racer: 実際、ウチの門派でスポーツ系の演舞競技をやっていた太極拳の選手がいて、競技のせいか、腰痛がひどかったらしいけど、ウチでなれてきたらなくなったって喜んでいたことあるし。まぁ、その代わり、演舞の成績少し落ちたらしいけどw

Haruka McMahon: ＾＾；

Almond Andel: 逆足は、腰に負担をかけてる、のか

RYUJI Racer: 一概にはそういえません。ただ、スポーツとかで負担はかかりやすいですね。日常生活ではそれほど激しい差はありませんよ

Almond Andel: ＾＾　安心しました。

RYUJI Racer: 同足の方が、疲れにくい、くらいかなw。昔の江戸時代の人は世田谷から品川まで歩いて仕事にいっていたりとかしていたくらいだし、歩くことに関してはかなりすごかったんですよ
Almond Andel: でも、ずん胴になりそうでこわい

RYUJI Racer: あー、ウェストは引き絞れませんね。それは別の運動でw

Almond Andel: はいっ

RYUJI Racer: 西洋人的なナイスボデーは、やっぱり西洋的な運動でやったほうがいいですw

Almond Andel: ｗ

RYUJI Racer: 基礎代謝、とくに背中、太もも、あと腰の筋肉は物凄い鍛えられるから、歳をとってもなかなか衰えないし、基礎代謝がよくなるから健康でいやすいけど、体型に関してはなかなか・・・w

RYUJI Racer: 同足・・というよりは、伝統的な武術全般としておきましょうか。まぁ、先生にもよるんで、そこらへんは自分との相性や、人柄と技術を見て・・になっちゃうんですけどね。自分は強いけど、教えるの下手、とか、教えるの上手で、実力はイマイチ、みたいな人もいるわけだし、どっちもありっちゃありなのね。ようはその先生から何を学ぶかだから。まぁ、個人的には技術がしっかりしているなら、流派自体の教えるのが上手な先生の方がいいと思うけどw

Almond Andel: 力をぬく、ってことが一番むずかしかったりします？

RYUJI Racer: そうですねー。脱力の度合いにもよりますけど。今の俺がやりたいのは、立っているギリギリの状態まで力を抜いて、自由に動ける段階になりたい

Haruka McMahon: ふむふむ

Almond Andel: 力を抜いている状態で、一番集中してる、そういう状態かな

RYUJI Racer: 普通はその認識自体なかなか感じないと思います。集中と力は別物なんですよ。力ってそうだなぁ、ペットボトルの水みたいなもので

Almond Andel: 力が邪魔するってのはあると思う。力み、というか

RYUJI Racer: それがまず第一段階。意識による力みをとりさる。力と意識ら切り離す、第2段階がある。次が切り離した状態で動けるようにする。力を抜くのが当たり前で、何かするときにイチイチ意識が反応して力んだり、余計な力を加えないようにする。まぁ、これでも十分難しいんですけどw

Almond Andel: むずかしいです！

Almond Andel: きっぱり

RYUJI Racer: 次に、意識で体を動かして、考えないで力を制御できるようにする。無念無想とかそういうのかなー。あまり体感したことが少ないので、なんともいえないんだけど・・・考えるより早く体は動いてしかも力の流れは技術にそって、脱力して正しく威力が出ている状態になる

Almond Andel: なるほど

RYUJI Racer: もうちょっと先があるっぽいんですけどねー。老師とか見てると。まぁ、俺が生まれたころから武術やってる人だから。いや、やってるだけなら俺が生まれる前か。そのくらいだから、なんともまだわかんないレベルはありますよw。なんかまた最近、腕あげてたし、老師。

Almond Andel: 何歳くらいのかたですか？

RYUJI Racer: 55歳かな。たしか一回り違うとか、いや、違うふた回りだ。だから57か。そのくらい

Almond Andel: まだ、お若いですよ

RYUJI Racer: そうなんですよねぇ。当人いわくは武術家のピークは70だって言っていたからまだ伸びるつもりなんだろうな・・・w。老師の師匠がね、そのくらいが一番すごかったらしい

Almond Andel: ということは、大事なのは体力じゃない

RYUJI Racer: 体力は衰えるものですからね。自転車でスピードは出せなくなるけど、乗れなくなるわけじゃない。経験と知識と技術かな。あとは諦めw

Almond Andel: ｗｗｗそれならできる

Haruka McMahon: ＾＾；

RYUJI Racer: 歳をとったら肉体は衰える。それは仕方ない。若いときのまま動こうとするのが間違いなんですよ。その歳にあった体の動かし方がある。まぁ、たまにね、俺も昔のつもりでついとび蹴りとか、高い蹴りとかやりたくなるんだけどw。まぁ、まだ老師に言わせると若いからもっと激しく動いていいよって、やたらと飛ぶ動作の武器術とか教えてくれたりするけど・・・w

RYUJI Racer: 西洋だと肉体の衰えはマイナスにしか捉えられないですよね。
Almond Andel: そうですね。

RYUJI Racer: 少なくともスポーツの世界では引退、という概念があるし、医療にしてもそう。でも武術には引退はない。そもそも生き残る技術に引退もクソもあるかという話だし、歳をとれば経験や知識が伴い、精神力も強くなる。気持ちまで衰えるのは年齢じゃなくて、当人の精神力や生命力なんですよ

Almond Andel: うん

RYUJI Racer: だから気持ちが若いおばあちゃんは、若いのひょいひょい追い抜いて暴虐無尽に自転車を乗り回したりするw

Almond Andel: そうですね、近くにもいるな、そういうの

Haruka McMahon: ＾＾

RYUJI Racer: まぁ、それはちょっと周りに気をつけてよって言いたいけど、あれはあれで精神力はしっかりしているよって所もあるんですよ

Almond Andel: そうですねー

Almond Andel: さて、そろそろ、お開きにしましょうか。

RYUJI Racer: 次の機会用のネタを使ってしまったw

Haruka McMahon: りゅーじさん何だか終わってからのほうがノッてきたｗ

RYUJI Racer: まぁ、次があるかどうかもわからんがw、やっぱり会話形式の方が楽だなぁ

Almond Andel: テキスト？

RYUJI Racer: いや、ボイチャでもいいんですけど、疑問投げかけたりすると楽かなぁとか

Almond Andel: あ、それでいいですよ。そのほうがいいと思った。今日

Haruka McMahon: ですねー

RYUJI Racer: お粗末さまでしたー

Almond Andel: はい。おつかれさまでした

Almond Andel: またー！

RYUJI Racer: たま～

RYUJI Racer: もとい

RYUJI Racer: また～

Almond Andel: はいー
